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リサーチポリシー

Shared Researchレポートは、以下の方針に基づいて作成・更新されています。

経営層への取材を起点とする：初回作成時に、経営層への長時間インタビューを実施します。

年8回以上、継続的に更新する：四半期取材、決算速報、適時開示を反映します。

中立?・客&?を«つ：売Ì��や投Û判断は^載しません。ファクトに基づく¨報のみを·供します。

Òºの目�で網羅する：全カバレッジ企業を同じ目次構成で整理し、企業を包#的に;Ìします。

本レポートは、四半期ごとに直接�業に取材し、書き換えられています。最新版はサイト上のレポートペー

ジでご確´ください。
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2026年12月期第2四半期累計期間実績（2026年8月10日発表）

売上高：470百万円（前年同期比27.3%減）

営業損失：3,635百万円（前年同期は2,154百万円の損失）

経常損失：3,608百万円（同2,341百万円の損失）

親会社株主に帰属する中間純損失：3,620百万円（同2,369百万円の損失）

2021年1月に販売を開始したトレアキシン 点滴静注液剤100mg/4mL［RTD （Ready-To-Dilute）製剤］については、後

発品の浸透および薬価改定の影響により売上高の減少が継続している。また、新規治療薬により治療の選択肢が広がった

ため処方機会が減少する傾向が続いた。そのような事業環境の中、当上期において同社は以下の事業の進展に注力した。

2019年に導入したBCVの造血幹細胞移植後アデノウイルス感染症を対象とした開発においては、グローバル第Ⅲ相

臨床試験において最初の患者登録（FPI：First Patient In）を達成した（2026年3月）

脳神経変性疾患領域においては、米国国立衛生研究所（NIH：National Institutes of Health）主導で進行性多巣性

白質脳症（PML）に対する第Ⅱ相臨床試験でのFPIを達成した（2026年6月）

IV BCVの複数適応に関する用途特許を確保した（米国・欧州：アデノウイルス感染症／2026年2月・2026年5月、

日本：悪性リンパ腫／2026年3月）。これらの排他的権利の確保を通じて、将来の事業基盤の強化に努める

IVD事業については、同社と日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社が共同で取得した超高感度イムノクロマトシステ

ム特許を基盤に事業化を進めている。現在、事業展開に向けたパートナリングに関する協議を進めている

売上高は470百万円（前年同期比27.3%減）となった。利益面では、売上総利益は338百万円（同31.5%減）、売上総利益

率は72.0%（同4.3%ポイント低下）となった。販売費及び一般管理費は3,973百万円（同50.1%増）（うち研究開発費は

2,997百万円（同89.5%増））となった。これらの結果、営業損失は3,635百万円（前年同期は2,154百万円の損失）とな

った。

»務Ü況

同社は、当上期末において583百万円の債務超過となった。要因は、株価が資金調達の行使下限価格（84円）を下回り、

資金調達が未達となったことである。2026年8月、同社は、EVOファンドとのリファイナンスを発表し、キャッシュフロ

ーを安定化させるなどの諸施策により、債務超過の早期解消を目指している（詳細は、後述の「トピックス」を参照）。

2026年12月期通期会社予想に対する当上期時点の進捗率

2026年12月期通期会社予想に対する当上期時点の進捗率は、売上高が12.1%であり、営業費用（売上原価+販管費の合

計）が50.5%であった。利益項目はマイナスのため進捗率はない。営業損失は3,635百万円（通期予想は4,231百万円の損

失）、経常損失3,608百万円（同4,291百万円の損失）、親会社株主に帰属する中間純損失3,620百万円（同4,331百万円の

損失）であった。

同社は、通期会社予想にパートナリング収入3,000百万円を売上高として織り込んでいる。当上期においては、パート

ナリング収入が計上されなかったため、売上高の進捗率が低めに算出されている。

同社は、当第2四半期決算説明会において、組織体制の見直しを行い、経費の大幅な削減を進めていくとコメントした

（詳細は非開示）。

事業の進捗概況

2026年1月以降の、主な事業の進捗概況は以下の通りであった。

2026年8月、同社は、EVO FUNDとの各種のリファイナンスを発表した（リンク先はこちら）  

2026年7月、同社は、EVO FUNDを割当先とする以下の第1回無担保普通社債を繰上げ償還した

2026年7月、同社に対して、造血幹細胞移植後アデノウイルス（AdV）感染症を対象とした国立機関からの助成金の交

付が決定した

®

https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/d8d0fb12/0cc5/4f47/be0d/c81872025828/140120260817522004.pdf


シンバイオ製薬 4582

Research Coverage Report by Shared Research Inc. | https://sharedresearch.jp | 無料登録 13

2026年6月、BCVの進行性多巣性白質脳症（PML）を対象とした臨床試験で、第1例目の患者登録（FPI）が完了した

2026年6月、同社は、EBウイルス関連胃がんに対するBCVの前臨床の治療効果を、米国臨床腫瘍学会（ASCO 2026）

で発表した

2026年5月、同社は、欧州でアデノウイルス感染症に関するBCVの用途特許を取得した

2026年5月、同社、日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社、株式会社ニッポンジーンの3社間でIVD事業の供給に関する

基本契約が締結された

2026年5月、同社は、米国国立衛生研究所（NIH）傘下の米国国立アレルギー・感染症研究所（NIAID）との間で締結

している、移植後リンパ増殖性疾患（PTLD）に関する共同研究開発契約（CRADA）を3年間延長した

2026年4月、同社のBCVが、EBウイルス関連胃がん（EBVaGC）に対して有効性を示唆した前臨床データが、米国臨

床腫瘍学会（ASCO）2026年年次総会でのポスター発表の演題として採択された

2026年4月、同社は、シンガポール国立がんセンター（NCCS）との共同研究成果を学術誌BMC Medicineにおいて公

表した

2026年3月、同社は、米国国立衛生研究所（NIH）傘下の米国国立神経疾患・脳卒中研究所（NINDS）との間で締結

している、多発性硬化症に関する共同研究開発契約（CRADA）を3年間延長した

2026年3月、同社は、造血幹細胞移植後のアデノウイルス（AdV）感染症を対象とするBCVのグローバル第Ⅲ相臨床試

験において、最初の患者登録（FPI）を達成した

2026年3月、悪性リンパ腫に関するBCVの日本用途特許を取得した

2026年2月、BCVの「造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症」に関する用途特許が米国で特許登録された

2026年2月、BCVのアデノウイルス感染症の治療に対して研究助成金の交付が決定した

2026年2月、同社は、BCVのサイトメガロウイルス（CMV）感染症についての第Ⅱ相臨床試験結果を学会（Tandem

Meetings）で発表した

2026年2月、同社は、米国国立衛生研究所（NIH）との間で、進行性多巣性白質脳症（PML）の治療に関する共同研

究開発契約（CRADA）を締結し、2026年、NIH主導でPMLの第Ⅱ相臨床試験を開始した

2026年1月、同社は、BCVの多発性硬化症治療薬としての研究成果が学術誌に公表されたと発表した

研究開発活動

2025年10月に、厚生労働省より医薬品一般的名称（ JAN：Japanese Accepted Names for Pharmaceuticals）の決定通

知があり、brincidofovirの日本語名を「ブリンシドフォビル」より「ブリンシドホビル」に改めた。同社は、BCVの開発

において、以下のプロジェクトへの注力度を上げている。そのうち、商業化については、アデノウイルス感染症、PML

（進行性多巣性白質脳症）が先行すると考えている。

アデノウイルス感染症：グローバル第Ⅲ相試験の実施中（2026年7月末22症例登録済み）

PML（進行性多巣性白質脳症）：NIH/NINDSが主導して第Ⅱ相試験を実施中（2026年7月末5症例登録済み）

3つの希少がん（悪性脳腫瘍、頭頸部がん、EBV関連胃がん）：医師主導試験（IST）による第Ⅱ相試験を予定してい

る

EBV（+）多発性硬化症：マーモセットによる試験が完了

抗ウイルス薬 SyB
V-1901（一般名：Brincidofovir（ブリンシドホビル）、BCV）

抗ウイルス薬BCVは、2019年にキメリックス社（Chimerix Inc.、本社：米国ノースカロライナ州）から導入し、現在、

注射剤BCV（SyB V-1901、IV BCV）の事業価値最大化を目指し、グローバル展開を進めている。移植後ウイルス感染
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症、血液がん・固形がん、脳神経変性疾患の3治療領域を重点領域として、二本鎖DNAウイルス（dsDNAウイルス）に対

する広範な活性に着目し、臨床開発を進めている。現在進行中の臨床試験に加え、国内外の有力な専門領域研究施設との

共同研究も推進している。これらの研究成果を基にグローバル臨床試験の検討・実施を進めていく。

キメリックス・インク社（米国、以下、キメリックス社）による欧米における臨床試験において、すでにBCV Oralが各種

dsDNAウイルスに対する幅広い抗ウイルス活性を有することが示されている。BCV IVにおいては造血幹細胞移植後のア

デノウイルス感染症を始めとする多くのdsDNAウイルスによる感染症の予防および治療に対する有効性と安全性が期待さ

れている。キメリックス社は、BCV Oralについて、2021年6月に天然痘対策として米国食品医薬品局（FDA）から承認を

取得した。

移植後ウイルス感染症領域

BCV IVは、2020年2月に開催したグローバルアドバイザリーボードでの検討の結果、「空白の治療領域」でアンメット・

メディカル・ニーズの高い造血幹細胞移植後の播種性アデノウイルス（AdV）感染症を対象に、日本・アメリカ・ヨーロ

ッパを中心としたBCV IVのグローバル開発を優先的に進めることを同社は決定した。

アデノウイルス感染症：2021年3月に、主に小児対象（成人も含む）のアデノウイルス（AdV）感染症を対象とする第Ⅱ

相臨床試験を開始するため、米国食品医薬品局（FDA）にIND（治験許可申請）を行った。この開発プログラムについて

は、2021年4月に、米国食品医薬品局からファスト・トラック（Fast track）指定を受けており、2021年8月には第1例

目の投与を開始した。2023年5月、同試験において、BCVがヒトPOCを確立し、2024年上半期に、第Ⅱa相臨床試験は完

了した。2025年6月、第Ⅲ相臨床試験を開始するために欧州医薬品庁に治験申請を行った。2025年10月30日時点で欧州

連合（EU）の主要4カ国で第Ⅲ相臨床試験の治験承認を受領し、造血幹細胞移植後アデノウイルス感染症を対象としたIV

BCVのグローバル第Ⅲ相臨床試験を開始した。2026年3月、米国で最初の患者登録を達成し、2026年7月時点で22症例

と、対象の各国・地域で現在症例集積が順調に進んでいる。このグローバル第Ⅲ相臨床試験は、欧米を中心に80施設で

180例の患者登録を予定しており、2028年下半期にEUでの新薬承認申請を目指している。

2025年10月、英国において、同社は、BCVの第Ⅲ相臨床試験を開始するための要件である小児医薬品開発計画

（PIP）の承認を、英国医薬品医療製品規制庁（MHRA）から取得した（欧州主要4カ国から数カ月遅れの状況）

患者数（2022年、同社推計）：欧州で1,300名、米国で1,000名、日本で400名

使用薬剤：標準治療法はない。シドホビル（未承認）が使用されており、腎機能障害や骨髄抑制の副作用がある

グローバル第Ⅲ相臨床試験の目標設定と進捗については、以下のとおりである。

2026年3月、1症例目の患者登録（FPI）を達成した（計画どおりに達成）

2026年7月末、22症例の患者登録を達成した

2026年12月までに80施設において、69症例の登録完了を目指す

2027年12月期第4四半期に最終登録症例（LPI）を行う

2028年12月期第4四半期に新薬の承認申請を目指す

2026年7月末における22症例の患者登録については、以下のように施設数の増加に伴い患者登録が増加している

=³1 îÛÃÿ�43îL�

アデノウイルス感染に対する本開発プログラムは、2016年7月に欧州委員会（European Commission）よりオーファン

ドラッグ指定、2021年4月に米国FDAからファストトラック指定、および2025年9月に厚生労働省から希少疾病用医薬品

（オーファンドラッグ）の指定を受けている。2026年2月、アデノウイルス感染症を対象とするIV BCVの用途特許につい

て、米国特許商標庁より特許登録された。また、2026年5月、欧州においても用途特許が成立し、日米欧での用途特許が

確保できた。

3月 4月 5月 6月 7月 �Qª

Ýmª 4 15 24 28 37 -
Òoª 1 1 3 5 12 22
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BCVの市場独占期間は、オーファンドラッグ指定による10年間に加えて小児医薬品開発計画（PIP）承認により2年間

延長され、通算で12年間が保護される（欧州、英国）

サイトメガロウイルス感染症：2024年5月、造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感染症を対象に、米国で

第Ⅱa相臨床試験が開始された。2024年6月、第1例目の登録が行われ、症例登録数（累計）は、19症例となった。同試

験の結果は、2026年2月に米国ユタ州で開催されたTandem Meetingsにおいて、Late-Breaking Abstract（最新の重要

演題）として口頭発表された。複数の前治療歴を有する患者において、CMV血症の減少効果および良好な忍容性（副作用

への耐性）が示され、治療選択肢が限られるCMV感染患者に対する新たな治療選択肢となる可能性が示された。なお、

2016年4月に欧州委員会よりサイトメガロウイルス感染症の予防についてオーファンドラッグ指定を受けた。

2026年2月、同社は、BCVのサイトメガロウイルス（CMV）感染症についての第Ⅱ相臨床試験結果を学会（Tandem

Meetings、米国ユタ州）で以下のように発表した

CMV血症を減少させる効果および良好な忍容性（副作用への耐性）が示された

治療選択肢が限られるCMV感染の患者にとって、治療効果が期待できる選択肢となると考えられる

BKウイルス感染症：腎移植後のBKウイルス感染症の開発は、現在プロトコルの修正の検討を行っている。2022年8月、

オーストラリアで国際共同第Ⅱ相臨床試験の第1例目の投与（FPD）を開始したが、症例集積が遅れていた。

血液がん・固形がん領域

BCVは抗ウイルス作用に加え、抗腫瘍効果も確認されており、各国の研究機関との共同研究等を通じて、血液がん・固形

がん領域における新規適応症の探索も行っている。

悪性脳腫瘍（膠芽腫）：2021年からカリフォルニア大学サンフランシスコ校脳腫瘍センターと、BCVの脳腫瘍に対する抗

腫瘍効果に関する共同研究を実施している。2025年4月、米国シカゴで開催された米国がん学会年次総会で、悪性脳腫瘍

におけるBCVの有効性と、その効果を予測するバイオマーカーとなる遺伝子に関する研究成果を発表した。2025年11

月、米国神経腫瘍学会で、さまざまな患者の脳から摘出された悪性脳腫瘍がそのままマウスで維持・継代されたマウスモ

デル（PDX）を主に用いた試験成績を発表した。現在、臨床試験について、この領域におけるKey Opinion Leadersと検

討中である。

BCVは血液脳関門（BBB）の高い通過性があるため、脳の中にあるがん（脳腫瘍）に対して有効となる可能性がある

と同社は考えている

EBウイルス関連胃がん：前臨床試験結果に関する演題が、2026年6月に開催されるASCO（米国臨床腫瘍学会）で発表さ

れた。

頭頸部がん：2025年10月、BCVの頭頸部がんに対する治療効果について、免疫チェックポイント阻害剤（抗ヒトPD-1抗

体）との顕著な併用効果を含む前臨床試験の結果を、欧州臨床腫瘍学会（ESMO Congress 2025、ドイツ・ベルリン）で

発表した。

悪性脳腫瘍（膠芽腫）、EBウイルス関連胃がん、頭頸部がんの3つの固形がん（希少がん）について日米欧の有力な臨

床研究センターにおいて、第Ⅱ相医師主導試験（IST）を準備中と公表した（2026年8月説明会）。また、今後の開発

促進のために、日米欧の医薬品企業とパートナリングの交渉を開始した。

悪性リンパ腫：2024年8月、がん領域におけるBCVのFIH（First in Human）試験として、悪性リンパ腫患者を対象とし

た国際共同第Ⅰb相臨床試験（NL01試験）を日本で開始し、2025年6月に最初の患者登録を達成した。2025年11月、現

在進行中のアデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先とし、経営資源を集中することで事業

価値の最大化を図ることから、NL01試験を一時停止することにした。現在一時停止している悪性リンパ腫患者を対象と

した国際共同第Ⅰb相臨床試験は、1例の再発難治性悪性リンパ腫患者において部分奏効（PR、腫瘍の縮小を表す一指

標）が確認され、動物試験で確認された本剤が持つ抗がん活性がヒトでも示唆された。同試験を通じて、IV BCVのオンコ

ロジーにおける開発にとって有益な知見が得られたものと同社は考えている。対象がん腫を含む今後の開発方針について

検討する。
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日本においては第Ⅲ相臨床試験を実施せずに承認申請を計画していたため、承認取得の時期はアデノウイルス（AdV）

感染症、サイトメガロウイルス（CMV）感染症よりも早くなる公算があると同社は考えていた

2025年11月、同社は、BCVの開発において、アデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先

とし、悪性リンパ腫を対象とする第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験（NL01 試験）を一時停止すると発表した

EBウイルス陽性リンパ腫に対するBCVの抗腫瘍効果とその機序の探索に関して、同社はシンガポール国立がんセンターと

の共同研究を実施している。2026年2月、悪性リンパ腫に対するBCVの抗腫瘍効果・作用機序・感受性バイオマーカーに

関する研究成果がBMC Medicine誌に掲載された。2026年3月、これらの研究成果に基づき、IV BCVの悪性リンパ腫に関

する用途特許が日本国特許庁で登録された。なお、本件に関してはすでにPCT出願を2023年8月に行っており、今後もグ

ローバルにおけるIV BCVの知的財産ポートフォリオの拡充を進めていく。

EBウイルス関連リンパ増殖性疾患：2023年4月、米国国立衛生研究所に所属する国立アレルギー・感染症研究所

（NIAID：National Institute of Allergy and Infectious Diseases）との間で、EBウイルス関連リンパ増殖性疾患に対す

るBCVの有効性を評価する共同研究開発契約（CRADA）を締結した。同CRADAは、3年間延長した。動物モデルの作製に

成功したことにより、今後の共同研究は本動物モデルを活用してBCVの治療効果を検証し、臨床試験の開始に向け、知見

を蓄積する。

脳神経変性疾患領域

2026年2月、NIH主導で進行性多巣性白質脳症（PML）に対する第Ⅱ相臨床試験をNIH臨床センターで開始した。また、

アカデミアとの共同研究による前臨床試験から得られた研究成果を基に特許出願を行い、ライセンス契約を締結すること

で、本疾患領域における今後の開発および事業化を独占的に進めていく。

進行性多巣性白質脳症（PML）：ポリオーマウイルス、特にJCウイルス（JCV）は、dsDNAウイルスの中でも脳に重篤な

疾患を引き起こすことが知られており、有効な治療薬の開発が待たれている。2026年2月、米国国立衛生研究所（NIH）

内の米国国立神経疾患・脳卒中研究所（NINDS）との間でCRADAを締結した。IV BCVを用いてJCウイルスが活性化して

起こる希少疾患であるPMLを対象としたNIH主導の臨床試験をNIH臨床センターで2026年に開始した。症例解析は着実に

進んでいる。また、アカデミアとの共同研究による前臨床試験から得られた研究成果を基に特許出願を行うとともに、ラ

イセンス契約を締結することで、本疾患領域における今後の開発及び事業化を独占的に進めていく。

2026年6月、1例目の患者登録（FPI）を達成し、2026年7月末、5症例の患者登録を完了した。

同臨床試験はNIH主導であるため、同社の費用負担は少ない。一方で、CRADA締結により、同社の特許権は保護され

るため、同社にとってのメリットは大きいとSR社では理解している。

2022年11月、同社は米国ペンシルバニア州立大学医学部との間で試料提供契約（MTA：Material Transfer Agreement）

を締結し、ポリオーマウイルス感染マウスモデルにおけるBCVの効果を検証する非臨床試験を開始した。2024年7月、同

研究成果の第一報として、新たな知見がmBio誌に公表された。本共同研究を基に特許協力条約（PCT)による国際出願を

完了し、2025年12月にグローバルの独占的事業化を目的としてペンシルベニア州立大学とライセンス契約を締結した。

多発性硬化症（MS）：難病である多発性硬化症は、近年、EBウイルスの関連が証明された。BCVは他の抗ウイルス剤に比

べ、EBウイルスに対して高い抗ウイルス活性を有することから、2023年3月に米国国立衛生研究所（NIH）傘下の国立神

経疾患・脳卒中研究所と共同研究開発契約（CRADA）を締結し、EBウイルスを標的とした新規治療法の開発に向けた共

同研究を開始した。2023年10月、この共同研究チームは、 欧州多発性硬化症学会（ECTRIMS-2023,イタリア）におい

て、多発性硬化症患者由来の細胞を用いた実験で、BCVがEBウイルス活性を選択的に阻害するという結果を発表した。こ

の結果は、BCVが多発性硬化症の治療薬となる可能性を強く示唆している。なお、BCVが、EBウイルスが潜伏するリンパ

球のみを標的とすることにより、従来のB細胞リンパ球の除去を目的とした治療方法とは異なる画期的な治療法の開発に

つながる可能性を示唆する研究成果が有力科学ジャーナルであるJournal of Clinical Investigation誌に掲載された（2026

年1月）。2026年3月、CRADAを3年間延長し、ヒトへの適応につなげることを視野に研究を進めていく。なお、CRADAに

基づく研究の成果として得られた発明に関して申請済みの特許について、同社と米国保健福祉省との間において、同社に

対する独占的ライセンスの付与に係るライセンス契約の交渉が最終段階に入っている。

アルツハイマー型認知症：二本鎖DNAウイルス（dsDNAウイルス）の中には単純ヘルペスウイルス１型（HSV-1）をはじ

め水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）など、脳神経組織への指向性を有すウイルスが存在する。これらのウイルスが潜伏感染
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からの再活性化を通じて、アルツハイマー型認知症を含む様々な脳神経疾患の発症に関与している可能性が近年示唆さ

れ、研究が進展している。2022年12月、米国タフツ大学により確立されたヒト神経幹細胞を用いて脳組織を3次元に模倣

したHSV感染・再活性化モデルにおいて、単純ヘルペスウイルス感染による認知症関連指標に対するBCVの効果を検証す

るための委託研究契約（Sponsored Research Agreement）を締結し、共同研究を実施している。

IV BCVを用いたアルツハイマー型認知症を含む脳神経変性疾患の治療薬開発に関し、本研究成果を基に特許出願を実施し

ており、2025年12月、本件のグローバルにおける独占的な事業化を目的としてタフツ大学とのライセンス契約を締結し

た。これにより、同社は当該特許出願に基づく開発および商業化に関するグローバルな独占的権利を有することになっ

た。本特許は、特許協力条約（PCT）に基づく国際出願を完了済みである。同社は、米国タフツ大学との共同研究による

知見に基づいて、アルツハイマー型認知症及び軽度認知障害（MCI）に対するBCVの開発を進めていく。

権利関係

2022年9月、キメリックス社はエマージェント・バイオソリューションズ社（本社：米国メリーランド州）へのBCVに関

する権利の譲渡手続きの完了を発表したが、同社の取得したBCVに関する天然痘・エムポックスを含むオルソポックスウ

イルスの疾患を除いたすべての適応症を対象とした全世界での独占的開発・製造・販売権に対する影響はない。

2024年3月、EU（欧州連合）における免疫不全患者におけるアデノウイルス感染症とサイトメガロウイルス感染症予防

に対するオーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）指定が、エマージェント・バイオソリューションズ社から同社子会社

へ移管された。

IVD事業（新規開発事業）

2025年10月、同社と日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社（以下、日鉄C&M）は、共同研究の成果として、ナノレベルに

比べて1000倍の感度を有する高感度でウイルスを検出可能な、イムノアッセイ法（およびイムノアッセイ装置）の共願

特許を日本において取得した（2025年10月公開）。2社が開発した新しい検査システムは、現場で簡便に、超高感度・定

量化でき、ウイルスを迅速に検出できるという測定ニーズに応えるものであり、空白の診断領域を埋める技術基盤とな

る。このシステムにより、患者のベッドサイドを含むさまざまな測定場所において検査結果を即座に医療機関と共有する

ことが可能となる。緊急時を含め、疾患の早期の検査・診断から、治療方針の決定、その後の経過観察まで、幅広い医療

の過程での活用を同社は期待している。また、医療分野に加え、種苗・野菜等の農作物といった農作物分野ならびに環境

モニタリングなどの領域に対しても本技術を活用した事業展開を進める。2025年10月、グローバル展開に向けて、同社

と日鉄C&Mは、共同でPCT出願を完了した。 実績をもつ専門性の高い企業との事業提携を基本戦略としており、現在、

交渉を行っている。

2026年5月、同社、日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社、株式会社ニッポンジーンの3社間でIVD事業の供給に関する

基本契約が締結された。

同社は、IVD事業の基盤となるナノコンポジット粒子の供給については、日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社（以

下、日鉄C＆M）と供給に関する基本契約を締結した。超高感度検査キットの製造に関しては、株式会社ニッポン

ジーン（以下、ニッポンジーン）と供給に関する基本契約を締結した。

同社、日鉄C＆M、ニッポンジーンの3社は、微量の抗原検出のための検査システムの商業化に取り組んでいく。3

社間で供給契約が成成立したことで、本システムを安定供給するサプライチェーンの確立により、事業化に向けて

展開するとのことである。当該案件が 2026年12月期の連結業績に与える影響はないという。
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同社製IVDシステム「pMエンジン」の概要

手のひらサイズの小型化 0高感度の定量型
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インフルエンザA（H1N1）の測定例：同社製「pMエンジン」は他社製品との比較で約100倍以上の高感度であるた

め、唾液から検体採取ができる唯一の機種になるという（他社製はすべて鼻腔から検体採取が必要）。

新規開発候補品の導入

同社は2019年9月に導入した抗ウイルス薬BCVのグローバル開発を推進するとともに、複数のライセンス案件の検討と新

規開発候補品のライセンス権利取得に向けた探索評価を実施する。他社品の導入を通じて、中長期的な事業価値の創造を

目指す。

トピックス

通期業Mへのガイダンス

当上期実績における親会社株主に帰属する中間純損失は3,620百万円であり、通期会社計画に対して約83.6%の進捗率と

なっている。これは、通期で計上を見込んでいるパートナリング収入が、現時点において未計上であることが主な要因で

ある。同社は、当該パートナリング収入については、現在複数の相手先と交渉中とのガイダンスを発表した。当上期時点

では、同社は期初の通期会社予想を継続した。

債務0過への同社対応

同社は、財務健全化に向けて以下の5つの施策を実施している。

事業計画の着実な実行（アデノウイルス感染症のグローバル第Ⅲ相試験の症例集積、PML第Ⅱ相試験症例集積、パ

ートナリング）

EVO Fundとのリファイナンス（2026年8月公表済み、リンク先はこちら）により、キャッシュフローを安定化させ

る

以下のBCVのライセンス戦略を着実に実行する

　6　アデノウイルス感染症：欧米市場における商業化権のライセンス供与

　6　がん領域3疾患を対象として、北米市場の商業化権のオプション権の供与

　6　 グローバルIVD企業との技術供与

資本増強： 業務提携と連動し第三者割当増資により、安定的な資本基盤を構築する

組織体制の見直しを行い、経費削減によりバーンレート（資金燃焼率）を抑制する
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品に作り上げていく。その具体例として、同社の第1号開発品であるトレアキシン は、発売後3年で市場シェアの5割以上

を獲得した。また、2018年7月に日本血液学会が編集し発行した造血器腫瘍診療ガイドライン2018年版において、トレ

アキシン®が未治療の低悪性度非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫に対する標準的治療の選択肢として収載さ

れた。

グローバルÏ開 �

同社は、トレアキシン 、リゴセルチブに関しては、中国、韓国、台湾、シンガポールを対象とした4ヵ国においても、日

本同様に新薬の開発、販売を推進した（2剤ともに開発は終了）。また、ブリンシドフォビル（BCV）に関しては、世界全

域における開発・販売に加えて製造を含む独占的権利を取得している。

パイプライン
パイプライン

=³1 îÛÃyÆî)1áàÿ�43îL�
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2025年12月期末現在、主要なパイプラインの開発状況は、以下の通りである。

トレアキシン については、すべての開発計画を終了したため、パイプライン表から削除した。一方、同剤の開発経緯

は、同社ビジネスモデルのサクセスストーリーであるため、後述「SyB L-0501（一般名：ベンダムスチン塩酸塩、商

品名：トレアキシン ）」に各適応拡大とその承認時期を一覧にまとめた。

トレアキシン に関しては、東京大学や京都大学との共同研究等、すべての開発を終了した。

2025年4月、オンコノバ社（現トラウスファーマ社）から導入したリゴセルチブについて、ライセンス契約を終了

し、リゴセルチブの開発は終了した。

リゴセルチブ注射剤、リゴセルチブ経口剤については、2020年8月に国際共同第Ⅲ相臨床試験（INSPIRE試験）で

主要評価項目を達成しなかったことを発表し、その後の進捗は開示されていなかった。

®

®

名称/
開発番号 適応症 開発状�

ブリンシドフォビ

ル
（BCV注射剤）
SyB V-1901 

造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症
2023年5月、ヒトPOCを確立
2025年10月、グローバ
ル第Ⅲ相臨床試験を開始

造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感
染症

2024年5月、米国で第Ⅱa相臨床試験を開始（19例登
録）

腎移植後のBKウイルス感染症
2023年8月、臨床開発計画の変更を発表（プロトコル
修正の検討を行う）

NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫
2024年8月、日本で国際共同第Ⅰb相臨床試験（NL01
試験）を開始
2025年2月、シンガポールでNL01試験を
開始
2025年11月、NL01試験を一時停止

JCウイルス／進行性多巣性白質脳症（PML）

2026年2月、米国立神経疾患・脳卒中研究所（National
Institute of Neurological Disorders and Stroke：
NINDS）とCRADAを締結
2026年、NIH主導の第Ⅱ相
臨床試験をNIH臨床センターで開始

BCVの共同研究・
非臨床開発

EBウイルス／多発性硬化症
2023年4月、米国立アレルギー・感染症研究所
（NIAID：National
Institute of Allergy and Infectious
Diseases）とCRADAを締結

単純ヘルペスウイルス／アルツハイマー型認知症 米国タフツ大学

サイトメガロウイルス（CMV）感染症／膠芽腫
（GBM）

米国ブラウン大学

トレアキシン 開発終了 すべての開発、共同研究を終了

リゴセルチブ 開発終了

2025年4月、オンコノバ社（現トラウスファーマ社）
から導入したリゴセルチブについて、ライセンス契約

を終了

®

®

®
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抗ウイルス薬ブリンシドフォビル（BCV）：様々な適応症で開発中である。詳細は「2023年から2030年までの開発イ

メージ」を参照。2024年12月期末時点で、主要な適応症の開発状況は以下のとおりである。

アデノウイルス（AdV）感染症： 2023年5月、第Ⅱ相臨床試験においてヒトPOCを確立した。2024年1月、用途特

許が成立した。2025年10月、第Ⅲ相臨床試験を開始した

腎移植後のBKウイルス感染症：症例集積が遅れており、2023年8月に臨床開発計画の変更を発表した（プロトコル

修正の検討を行う）。

造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感染症：2024年5月、造血幹細胞移植後のサイトメガロウイル

ス感染症を対象に、米国で第Ⅱa相臨床試験が開始された。2024年6月、第1例目の登録が行われ19症例が登録され

た。2026年2月、同社は、BCVのサイトメガロウイルス（CMV）感染症についての第Ⅱ相臨床試験結果を学会

（Tandem Meetings、米国ユタ州）で発表した

2024年8月、再発又は難治性のリンパ腫患者（NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫）を対象としたBCVの国際共

同第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験（NL01試験）を日本で開始した。2025年2月、同試験をシンガポールにも拡大した。2025

年11月、NL01試験を一時停止した（アデノウイルスの第Ⅲ相臨床試験を優先するため）

その他の適応症：複数のアカデミアと共同研究を実施中（非臨床試験実施中）。うちJCウイルス／進行性多巣性白

質脳症（PML）については、2026年、NIH主導の臨床試験をNIH臨床センターで開始した

SyBV-1901（抗��a/薬L`i-?QIa*yBCV）

同社は2019年9月にキメリックス・インク社（以下、キメリックス社）との間で抗ウイルス薬ブリンシドフォビル（SyB

V-1901またはBCV）に関しての独占的グローバルライセンス契約を締結した。同社は天然痘疾患を除くすべての疾患を

対象としたブリンシドフォビルの世界全域における開発・販売に加えて製造を含む独占的権利をキメリックス社から取得

した。当該契約において、同社はキメリックス社に対して、契約一時金5百ドル、将来的なマイルストンとして180百万

ドル、製品売上に応じたロイヤリティーを支払うこととなっている。ブリンシドフォビルについて、同社の従来のパイプ

ラインと比較して、世界全域を対象としていること、開発・販売に加え、製造権も獲得していることが異なる。

同社によれば、キメリックス社はこれまでブリンシドフォビルを経口剤として開発していたが、第Ⅲ相臨床試験に失敗し

て開発を中断していた。同社はブリンシドフォビル経口剤の失敗を腸管吸収率の低さと毒性による副作用が問題であった

と判断し、注射剤で開発すればこれらの問題を回避できると考えた。キメリックス社が、がん領域に注力する方針である

こともあり、今回の契約締結に至ったという。

ブリンシドフォビル�
�1 のL用��および��É�

ブリンシドフォビルは、シドフォビル（cidofovir：欧米では既承認・販売の抗ウイルス薬、国内では未承認）に特定の長

さの脂肪鎖（ヘキサデシルオキシプロピル：HDP）を結合させた抗ウイルス薬である。脂質結合体として新しい作用機序

を持ち、シドフォビルと比べて細胞内への取り込み効率が向上し（細胞膜透過性を高め）ている。

*： 2025 年 10 月に、厚生労働省より医薬品一般的名称（  JAN ： Japanese Accepted Names for

Pharmaceuticals）の決定通知があり、brincidofovir（BCV）の日本語名を「ブリンシドフォビル」より「ブリ

ンシドホビル」に改めた

キメリックス社は、2021年6月、FDAから天然痘の医学的防衛策としてBCV経口剤の承認を取得した。
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ブリンシドフォビルは細胞内で直接作用する分子に変換され、ウイルスの複製を阻害し、高い抗ウイルス効果を発揮する

などの画期性を有する。加えて、シドフォビルの副作用である腎毒性を回避できるため使い易く、今までにない高活性の

抗マルチウイルス薬である。広範囲のDNAウイルス感染症（サイトメガロウイルス（CMV）等のヘルペスウイルス、アデ

ノウイルス、BKウイルス、パピローマウイルス、天然痘ウイルス等）に対して有効な治療方法となり得るという。

ブリンシドフォビル（BCV）の抗ウイルス活性と他剤との比較
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ブリンシドフォビル�
�1 の注�剤の開発Ü況

ブリンシドフォビルの注射剤は、米国において第Ⅰ相臨床試験が終了しており、重篤な副作用は見られなかった。

小児対象のアデノウイルス感染症を対象とする第Ⅱ相臨床試験

2021年3月に、小児対象（成人も含む）のアデノウイルス（AdV）感染症を対象とする第Ⅱ相臨床試験を開始するため、

米国食品医薬品局（FDA）に治験許可申請（IND）を行った。同開発プログラムは、2021年4月に、FDAからファスト・

トラック（Fast track）指定を受け、2021年8月には第1例目の投与を開始した。さらに、2022年1月に英国医薬品庁

（MHRA）に治験申請（CTA）を提出し、受理された。

2023年5月、BCVがヒトPOCを確立

アデノウイルス（AdV）を対象とするBCVの第Ⅱ相臨床試験は、2023年5月にヒトPOC*を確立した（*Proof of

Concept：研究開発中である新薬候補物質の有用性・効果が、ヒトに投与することによって確認されること）。2021年8

月に第1例目の投与を開始（FPI）してから2年弱で、AdVを対象としたBCV注射剤の有効性と安全性がヒトにおいて確か

められた。

シドフォビル（cidofovir：CDV）：AIDS患者におけるサイトメガロウイルス網膜炎治療薬として、1996年にFDA

承認済みである。シドフォビルは、ヘルペスウイルス科のみならず、アデノウイルス、パピローマウイルス、ポ

リオーマウイルスなどのDNAウイルスの複製を阻害する。

シドフォビルは、腎尿細管上皮細胞で有機アニオントランスポーター（OTA1）によって取り込まれ、蓄積するこ

とで腎毒性を生じる。ブリンシドフォビルは脂肪鎖があることで、OAT1への取り込みが回避され、腎尿細管上皮

細胞への蓄積が生じないため、シドフォビルの問題であった腎毒性が回避されると期待される。
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POC確立は、治験データ独立安全性モニタリング委員会（DSMB）とFDAによる確認で行われ、安全性と有効性の両面

が証明された。コホート3までの治験でPOC達成を確認できた。

コホート1～3は、BCV週2回IV投与であり、投与量はコホート1（0.2㎎/kg）、コホート2（0.3㎎/kg）、コホート3（0.4

㎎/kg）。このうちコホート3（0.4㎎/kg、週2回のIV）投与群において、血中AdV消失が100%（n=10）の患者に確認

された。また、その中で90%（n=9）の患者は、治療後4週間以内の早期にウイルス消失が確認された。

2023年12月の米国血�学会（ASH）におけるOral Presentationから抜粋
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AdVを対象としたBCVの第Ⅱ相臨床試験の結果について、学会発表は以下の通りである。

2023年12月、第65回米国血液学会年次総会（ASH）、口頭発表

2024年2月、米国2024年 Tandem Meeting、Pediatric Best Abstracts（小児医療の優良演題）

2024年4月、第50回欧州骨髄移植学会、Oral Presentationに採択

BCV注射剤のPOC確立により事業仮説が実証された

キメリックス社はブリンシドフォビル（BCV）を経口剤として開発したが、第Ⅲ相臨床試験に失敗して開発を中断した。

同社はブリンシドフォビル（BCV）経口剤の開発失敗の理由を、「腸管吸収率の低さと毒性による副作用が問題であっ

た」と判断し、注射剤で開発すればこれらの問題を回避できると考え、キメリックス社からBCV注射剤の開発の権利を

2019年9月に獲得した経緯がある。

同社は、2023年5月にBCV注射剤がヒトPOCを確立したことにより、「BCVを注射剤で開発すれば、BCV経口剤が第Ⅲ相

臨床試験に失敗した問題を回避できる」との事業仮説が実証された、と判断して自信を深めている。

BCV注射剤について、この他に移植領域、がん領域、神経感染症領域での開発を検討または準備している。AdVを対象と

したBCV注射剤がヒトPOCを確立したことにより、同社はこれらの複数の治療領域においての事業化の可能性が高まった

と判断している。

2043年までの用途特許が成立

BCVは2023年5月にヒトPOCを確立し、同社はその第Ⅱ相臨床試験のデータをもとに用途特許を出願した。アデノウイル

ス（AdV）感染症の治療に関するBCVの用途特許は、2023年9月に早期審査対象として出願され、4カ月後の2024年1月に

は用途特許が成立した。同特許は、2043年まで有効であり特許保護される。


�1の�'�知»  ��'O`GVOXG�2OdNOX����ZVGDeVG 

同社はBCVのヒトPOC確立と用途特許の成立を受けて、各種dsDNAウイルス感染症に対する効果を検討し、抗マルチウイ

ルス感染症へ対象領域を拡大すること、ウイルス感染症との合併症疾患を病因とする空白の治療領域にも取り組むこと

で、BCVの事業価値の最大化を目指すという。
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同社は、“Pipeline Within A Molecule”（一分子多適応）の考え方で、BCVのIP（知財）戦略を進めるという。BCVは1つ

の化合物であるが、多くの疾患に対する治療薬として事業化が可能と同社は考えている。

=³1 îÛÃÿ�43îL�

2030年までのBCVの開発において、同社は2つもしくは3つの適応症について承認取得と発売を目指す。承認取得の可能

性が高いのは、臨床開発が先行する「造血幹細胞移植および臓器移植領域」における各種のウイルスの適応症だという。

BCVは数多くの適応症に対して事業化が可能であるが、同社は自社開発と他社とのパートナリングを組み合わせて、BCV

の事業価値の拡大を目指す。詳細については「中長期見通し」を参照。


�1の主�な開発パイプライン

BCVの主要な開発パイプラインと開発状況
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名称/
開発番号 適応症 開発状�

ブリンシドフォビ

ル
（BCV注射剤）
SyB V-1901 

造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症
2023年5月、ヒトPOCを確立
2025年10月、グローバル
第Ⅲ相臨床試験を開始

造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感
染症

2024年5月、米国で第Ⅱa相臨床試験を開始（19例登
録）

腎移植後のBKウイルス感染症
2023年8月、臨床開発計画の変更を発表（プロトコル
修正の検討を行う）

NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫
2024年8月、日本で国際共同第Ⅰb相臨床試験（NL01
試験）を開始
2025年2月、シンガポールでNL01試験を
開始
2025年11月、NL01試験を一時停止

JCウイルス／進行性多巣性白質脳症（PML）

2026年2月、米国立神経疾患・脳卒中研究所（National
Institute of Neurological Disorders and Stroke：
NINDS）とCRADAを締結
2026年、NIH主導の第Ⅱ相
臨床試験をNIH臨床センターで開始

BCVの共同研究・
非臨床開発

EBウイルス／多発性硬化症
2023年4月、米国立アレルギー・感染症研究所
（NIAID：National Institute of Allergy and Infectious
Diseases）とCRADAを締結

単純ヘルペスウイルス／アルツハイマー型認知症 米国タフツ大学

サイトメガロウイルス（CMV）感染症／膠芽腫
（GBM）

米国ブラウン大学
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移植領域

¿血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症を��とする開M

同社は、2020年2月に開催したグローバルアドバイザリーボードでの検討の結果、造血幹細胞移植後のアデノウイルス感

染症を対象に、日本、アメリカ、ヨーロッパを中心として、ブリンシドフォビルのグローバル開発を進めることを決定し

た。2022年12月期第1四半期に、造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症を対象に国際共同第Ⅱ相臨床試験の開始し、

2023年12月期第4四半期に終了を予定していた。当該試験により得られた知見に基づき、造血幹細胞移植後の各種dsDNA

ウイルス感染症に対する効果を検討し、抗マルチウイルス感染症へ対象領域を拡大する。

同剤は既にキメリックス社による欧米における臨床試験において、ブリンシドフォビル経口剤が高活性の抗ウイルス効果

を示している。また広域のスペクトラムを有することが確認されている。ブリンシドフォビル液剤に関しても造血幹細胞

移植後の各種ウイルス感染症の予防および治療に対する有効性と安全性が期待されるという。

造血幹細胞移植とは、通常の化学療法では治すことが難しい血液がんや免疫不全症などに対して、完治させることを目的

として行われる治療法のひとつである。日本では約4,000人の他家造血幹細胞移植があり、その約60％がウイルス性出血

性膀胱炎（VHC）またはHHV-6脳炎に罹患するという。なお、ウイルス性出血性膀胱炎については、欧米ではシドフォビ

ルが第一選択薬的に使用されている。また、脳炎についてはホスカビルやデノシンが第一選択薬でシドフォビルは第二選

択薬に位置付けられている。

����þ��月ÝåA点のÌg

2025年6月、第Ⅲ相臨床試験を開始するために欧州医薬品庁に治験申請を行った。2025年10月30日時点で欧州連合

（EU）の主要4カ国で第Ⅲ相臨床試験の治験承認を受領し、造血幹細胞移植後アデノウイルス感染症を対象としたIV BCV

のグローバル第Ⅲ相臨床試験を開始した。現在、欧州連合（EU）の主要4カ国と英国および米国において2026年第1四半

期の患者登録開始を期して準備を進めている。このグローバル第Ⅲ相臨床試験は、欧米を中心に80施設で180例の患者登

録を予定しており、2028年下半期にEUでの新薬承認申請を目指している。

移植後�F1�アデノウイルス 感染症の'��験の目標mA

同社は、2025年12月期通期決算説明会（2026年2月）において、「移植後AdV（アデノウイルス）感染症のグローバル第

Ⅲ相臨床試験（P3試験）」の目標を以下のように開示した。

2026年12月期第1四半期に1症例目の患者登録（FPI）を行う

2026年12月までに80施設において、69症例の登録完了を目指す

2027年12月期第4四半期に最終登録症例（LPI）を行う

2028年12月期第4四半期に新薬の承認申請を目指す

4器移植分ÞDの��領域!大�腎4移植後の
�ウイルス感染症 

同社はブリンシドフォビルについて、造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症を対象とする開発に加え、腎臓移植を含

む臓器移植分野等の対象領域拡大の可能性を追求することにより、市場の拡大、事業価値の最大化を目指すとしている。

2022年12月期第3四半期に、腎臓移植後のBKウイルス感染症を対象とする第Ⅱ相臨床試験を開始し、2025年12月期第2

四半期に終了を予定していたが、この計画は実現しなかった。

腎移植後のBKウイルス感染症の開発は、現在プロトコルの修正の検討を行っている。2022年8月、オーストラリアで国

際共同第Ⅱ相臨床試験の第1例目の投与（FPD）を開始したが、症例集積が遅れていた。


�1のE床開M�¿血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス���1 感染症 

同社は2022年12月期通期決算説明会（2023年2月）において、BCVの移植領域におけるCMV（サイトメガロウイルス感

染症 ）適応症での開発に本格参入する会社方針と、その開発の意義について説明した。CMVの開発は有力な開発候補で

あったが、BCVに先行して2021年11月に承認を取得した競合薬（武田薬品工業のマリバビル）の治療効果が明らかとな

るまで、同社はCMVを適応症とした開発を保留してきた。

同社は、競合品マリバビルの治療効果を見極めた上で、移植領域におけるCMVを適応症とした開発に「空白の治療領域」

が残ると判断して、BCVによるCMVを適応症とした開発に本格参入することを表明した。同社が、競合薬マリバビル発売

後も「空白の治療領域」が残ると判断した理由は、以下の3つのポイントである。
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マリバビル治療では44.3％が抵抗性で効果がなく、有効な治療法がない

マリバビル治療でウイルスが検出不能となった後も、6週後で23％・12週後で30％が再発し耐性を発現する

先行薬（バルガンシクロビル）に対してマリバビルが非劣性試験において同等性を証明できなかった

����þ��月ÝåA点のÌg

2024年5月、造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感染症を対象に、米国で第Ⅱa相臨床試験が開始され

た。2024年6月、第1例目の登録が行われ、症例登録数（累計）は、19症例となった。同試験の結果については今後学会

等での発表を行う予定である。なお、2016年4月に欧州委員会よりサイトメガロウイルス感染症の予防についてオーファ

ンドラッグ指定を受けた。

2026年2月、同社は、BCVのサイトメガロウイルス（CMV）感染症についての第Ⅱ相臨床試験結果を学会（Tandem

Meetings、米国ユタ州）で以下のように発表した

CMV血症を減少させる効果および良好な忍容性（副作用への耐性）が示された

治療選択肢が限られるCMV感染の患者にとって、治療効果が期待できる選択肢となると考えられる

サイトメガロウイルス（CMV）感染症はアデノウイルス（AdV）感染症に比較して患者数が多い。2025年12月期通期

決算説明会において開示された症例登録数（累計）19症例の内訳は以下のとおりである。以下のようにコホートA

（0.4mg/kg、週2回）、コホートB（0.5mg/kg、週2回）へと投与用量を増量し、至適用量や奏効患者の特性解析を行

っていた

コホートA：9例（PE2例、R/R7例）、コホートB：10例（PE3例、R/R7例）

PE：先制治療（PE）において、副作用で治療継続となった患者層

R/R：難治・再発例の治療（R/R）において、薬剤耐性が発現した患者層

dsDNAウイルス：CMV（サイトメガロウイルス）、AdV（アデノウイルス）、HHV-6（ヒトヘルペスウイルス6）、

BKウイルス、HSV1/2（単純ヘルペス1型・2型）、VZV（水痘帯状疱疹ウイルス）、HPV（ヒトパピローマウイル

ス）、JCV（進行性多巣性白質脳症）、天然痘ウイルスなど、ヘルペスウイルス科、アデノウイルス科、ポリオー

マウイルス科、パピローマウイルス科、ポックスウイルス科を含む。

ウイルス性出血性膀胱炎（VHC）：造血幹細胞移植後に頻発するウイルス感染症の中でも、出血性膀胱炎をきたす

アデノウイルス感染症は、一般に難治性であり、重症化すると播種性の感染症を来して致死性となる。また、ア

デノウイルスが腎臓に移行して腎不全をもたらし致死となる例も報告されている。特に国内での比率が高い非血

縁者ドナーおよび臍帯血移植において発症しやすく、免疫システムの再構築に要する時間的問題もあいまって、

難治性となることが多く、シドフォビル（CDV）など現在治療に用いられている薬剤は未承認あるいは適応外で

ある。

HHV-6脳炎：HHV-6（Human herpesvirus 6)は6番目に発見されたヒトヘルペスウイルス。同種造血幹細胞移植

においてHHV-6の再活性化が30-70%の患者に生じ、HHV-6脳炎の原因となる。ほとんどのHHV-6脳炎は 2-6週目

に発症し、最も頻度が高いのは移植後3週目である。記憶障害、意識障害、痙攣が三大症状であり、典型例では記

憶障害から意識障害、痙攣と段階的に症状が進行するが、痙攣の発症頻度は30-70%と報告されている。進行が早

い例では神経症状は時間単位で悪化し繰り返す痙攣や呼吸抑制のため人工呼吸器管理を必要となる症例も少なく

ない。

HHV-6脳炎発症例に対しては早期の治療開始は重要で、短時間で急速に患者の状態が悪化することが多い。2018

年2月に日本造血細胞移植学会が編集し発行した造血細胞移植ガイドラインでは、第1選択薬はホスカルネット

（FOS）またはガンシクロビル（GCV）、第2選択薬はシドフォビル（CDV）である。CDVが第2選択薬とされてい

るのは腎毒性と薬剤の脳脊髄液（CSF）中への移行不良のためとされる。しかしこれらin vitroで効果が確認され

た薬剤の、HHV-6脳炎発症例に対する臨床効果を確認する試験は現在まで実施されていない。
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がん領域

また、ブリンシドフォビルは高い抗ウイルス作用に加え、抗腫瘍効果も期待されている。シンガポール国立がんセンター

やカリフォルニア大学サンフランシスコ校脳神経外科脳腫瘍センターとの共同研究等を通じて、難治性脳腫瘍、EBウイ

ルス陽性リンパ腫等、がん領域における新規適応症の探索も行っている。

2023年2月時点において、サイトメガロウイルス感染の膠芽腫（GBM :Glioblastoma Multiforme）を対象とした非臨床試

験を実施している。同社によれば、GBMの患者の約50％がサイトメガロウイルスに感染しており、サイトメガロウイル

スは腫瘍形成を促進する可能性があるという。また、GBMを対象とする開発中の治療薬は多くあるが、サイトメガロウイ

ルスとGBMを対象とする治療薬はない（ブリンシドフォビルのみである）という。2022年3月に同社は、サイトメガロウ

イルス感染症の脳腫瘍に対するブリンシドフォビル注射剤の抗腫瘍効果を検討する非臨床試験を、米国ブラウン大学との

共同研究として開始した。


�1のE床開M�血液腫�・がん領域への応用 

2024年8月、がん領域におけるBCVのFIH（First in Human）試験として、悪性リンパ腫患者を対象とした国際共同第Ⅰb

相臨床試験を開始した。同試験はBCVのがん領域におけるヒトPOCを確立することを目的としている。

同試験は、アデノウイルス（AdV）感染症、サイトメガロウイルス（CMV）感染症に次いで、BCVの3番目となる臨床

試験であり、がん領域としてはBCV最初の臨床試験である。

2025年2月、同社は、再発又は難治性のリンパ腫患者（NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫）を対象としたBCVの

国際共同第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験をシンガポールにおいても開始した。

����þ��月ÝåA点のÌg

悪性リンパ腫：2024年8月、がん領域におけるBCVのFIH（First in Human）試験として、悪性リンパ腫患者を対象とし

た国際共同第Ⅰb相臨床試験（NL01試験）を日本で開始し、2025年6月に最初の患者登録を達成した。2025年11月、現

在進行中のアデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先とし、経営資源を集中することで事業

価値の最大化を図ることから、NL01試験を一時停止することにした。なお、今回登録された4症例の再発難治性悪性リン

パ腫患者のうち1例において部分奏効（PR、腫瘍の縮小を表す一指標）が確認され、動物試験で確認された本剤が持つ抗

がん活性がヒトでも示唆される結果となった。

日本においては第Ⅲ相臨床試験を実施せずに承認申請を計画しているため、承認取得の時期はアデノウイルス（AdV）

感染症、サイトメガロウイルス（CMV）感染症よりも早くなる公算があると同社は考えていた

2025年11月、同社は、BCVの開発において、アデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先

とし、悪性リンパ腫を対象とする第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験（NL01 試験）を一時停止すると発表した

脳神経変性疾患領域、その他領域

Science誌（2022年1月）によれば、ハーバード大学のチームが、EBウイルス感染が多発性硬化症（MS：Multiple

Sclerosis）の主要発症因子であることを解明した。1,000万人を超える米軍兵役成人のサンプルの解析結果から、EBウイ

ルス感染歴がある場合、MS発症のリスクが32倍に上昇するという。また、Nature誌（2022年1月）において、スタンフ

ォード大学の研究チームが、EBウイルスとMS発症の機序を解明した。これはMSが発症した後、体からEBウイルスを駆

除することができれば、MSの進行を妨げることができると示唆しているという。

ブリンシドフォビルはEBウイルスに対して高い抗ウイルス活性を持つことから、同社はブリンシドフォビルがMSの治療

に有効であるかを検討するとしている。

膠芽腫：脳のなかに発生する悪性の脳腫瘍で、脳の神経細胞を支える神経膠細胞が腫瘍化したものである。神経

膠芽腫の生存期間は15～20カ月で、5年生存率とは5％以下である。
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2026年、NIH主導で進行性多巣性白質脳症（PML）に対する第Ⅱ相臨床試験をNIH臨床センターで開始した。また、アカ

デミアとの共同研究による前臨床試験から得られた研究成果を基に特許出願を行い、ライセンス契約を締結することで、

本疾患領域における今後の開発および事業化を独占的に進めていく。

����þ��月ÝåA点のÌg

ポリオーマウイルス感染症：ポリオーマウイルス、特にJCウイルス（JCV）は、dsDNAウイルスの中でも脳に重篤な疾患

を引き起こすことが知られており、有効な治療薬の開発が待たれている。2026年2月、米国国立衛生研究所（NIH）内の

米国国立神経疾患・脳卒中研究所（NINDS）との間でCRADAを締結した。IV BCVを用いてJCウイルスが活性化して起こ

る希少疾患であるPMLを対象としたNIH主導の臨床試験をNIH臨床センターで2026年に開始した。

同臨床試験はNIH主導であるため、同社の費用負担は少ない。一方で、CRADA締結により、同社の特許権は保護され

るため、同社にとってのメリットは大きいとSR社では理解している。

2022年11月、同社は米国ペンシルバニア州立大学医学部との間で試料提供契約（MTA：Material Transfer Agreement）

を締結し、ポリオーマウイルス感染マウスモデルにおけるBCVの効果を検証する非臨床試験を開始した。2024年7月、同

研究成果の第一報として、新たな知見がmBio誌に公表された。本共同研究を基に特許協力条約（PCT)による国際出願を

完了し、2025年12月にグローバルの独占的事業化を目的としてペンシルベニア州立大学とライセンス契約を締結した。


�1の非E床�験��
ウイルス、多M性u�症、関Âリンパ増Ð性疾患 

同社はEBウイルス関連疾患である難病の多発性硬化症について開発を視野に取り組んでいる。2022年8月には、米国国

立衛生研究所（National Institute of Health：NIH）に所属する国立神経疾患・脳卒中研究所（National Institute of

Neurological Disorders and Stroke：NINDS）との間で、共同研究試料提供契約（Collaboration Agreement for The

Transfer of Human Materials）を締結した。 2023年3月には、同NINDSとの間で、今後の臨床試験の実施に向けて必要

となる情報を得ることを目的として、共同研究開発契約（CRADA：Cooperative Research and Development

Agreement）を締結した。2023年10月には、その研究成果がイタリア・ミラノで開催された第9回ECTRIMS-ACTRIMS

合同学会（9th Joint ECTRIMS-ACTRIMS Meeting）において発表された。

2023年4月には、米国国立衛生研究所に所属する国立アレルギー・感染症研究所（NIAID：National Institute of Allergy

and Infectious Diseases）との間でEBウイルス関連リンパ増殖性疾患に対するBCVの有効性を評価する共同研究開発契

約（CRADA）を締結した。

多発性硬化症（MS：Multiple Sclerosis）：脳や脊髄、視神経のあちらこちらに病巣ができ、様々な症状が現れる

ようになる病気。MSになると多くの場合、症状が出る「再発」と、症状が治まる「寛解」を繰り返す。症状はど

こに病変ができるかによって千差万別で、視力の低下、複視、運動麻痺などが起こる。MSの患者数は世界で約3

百万人であり、治療薬の売上高は1.5兆円超である（2020年）。

CRADA：米国政府機関と民間企業等が研究開発に協力する際に締結される契約のこと。CRADAにより開発された

発明に関して、民間企業等が特許権の使用許諾を得ることができる。政府予算を活用しながら民間企業が特許権

を享受できるために、CRADAに選定されるためのハードルは高いという（同社は日本企業としては2社目）。

CRADA：米国政府機関と民間企業等が研究開発に協力する際に締結される契約のこと。CRADAにより開発された

発明に関して、民間企業等が特許権の使用許諾を得ることができる。政府予算を活用しながら民間企業が特許権

を享受できるために、CRADAに選定されるためのハードルは高いという（同社は日本企業としては2社目）。
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�1の非E床ÒÆL究�D純ヘルペスウイルス、アルツハイマー型´3症 

2022年12月、同社は米国タフツ大学と、単純ヘルペスウイルス（HSV）が感染に対するBCVの効果を検証するための委

託研究契約（Sponsored Research Agreement）を締結し、共同研究を開始した。同研究では将来的に、アルツハイマ

ー型認知症を含めた脳神経領域の疾患についての治療を視野に入れている。

SyB L-0501（一}名：Oi6V/7ik ky�E名：>b�#-i ）

トレアキシンの開発1Æ社のサクセスストーリー

トレアキシン については、すべての開発計画を終了したため、パイプライン表から削除した。一方、同剤の開発経緯

は、同社ビジネスモデルのサクセスストーリーであるため、下記に各適応拡大とその承認時期を一覧にまとめた

トレアキシン®の適応症と承認取得の時期

=³1Æî)1ÿ�43îL�
.)-1非Q.#i`iGðy.$-1Ti>a��`iGðy
%-#$-1êõ�?大��ì#��`iGð�非Q.#i`iGðå一�ÞyM生d�ÃÇù高» 

開発の �

SyB L-0501（以下、トレアキシン とする）の主成分であるベンダムスチン塩酸塩は、1971年にドイツにおいて開発さ

れ、低悪性度非ホジキンリンパ腫、多発性骨髄腫、慢性リンパ性白血病などの悪性リンパ腫の治療薬として使用されてい

る抗がん剤である。

同社によれば、同剤は従来薬と比較して交叉耐性（当該薬物と類似の構造や作用を有する他の薬物に対しても耐性が生じ

ること）が認められない等の特徴を有しており、有効性と安全性の点で優位性があるという。同社は、2010年10月に再

発・難治性の低悪性度非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫を適応症として同剤の国内製造販売承認を取得。

2010年12月から販売提携先のエーザイで同剤を販売開始した。2016年8月にトレアキシン の慢性リンパ性白血病に対す

*T細胞リンパ腫、バーキットリンパ腫、ホジキンリンパ腫、非ホジキンリンパ腫、NK/T細胞リンパ腫、などの癌

種に加えて、移植後リンパ増殖性疾患、X連鎖リンパ増殖症候群、AIDS関連リンパ増殖性疾患などのEBウイルス

に関連する広範囲の疾患を指す。（出所：同社第18期定時株主総会資料）

â

®

�E名/
開発番号 適応症 開発状�

トレアキシン¬

 SyB L-0501　
FD凍結乾e剤

再発・難治性　低悪性度NHL／MCL 2010年10月　承認取得 
慢性リンパ性白血病 2016年8月　承認取得 
未治療　低悪性度NHL／MCL 2016年12月　承認取得 
再発・難治性　多発性骨髄腫 2021年3月　承認取得 

トレアキシン¬
SyB L-1701　
RTD製剤

全適応症

（再発・難治性DLBCLを除く）
2020年9月　承認取得 

再発・難治性DLBCL 2021年4月　承認取得 
トレアキシン¬
SyB L-1702　
RI投与

全適応症 2022年2月　承認取得 

®

トレアキシン （ベンダムスチン塩酸塩）：旧東ドイツで開発。東西ドイツ統一後に、旧東ドイツで承認されてい

た適応症について再評価され、低悪性度B細胞性非ホジキンリンパ腫、多発性骨髄腫及び慢性リンパ性白血病を

対象とした臨床試験が実施された。ドイツでは2005年に未治療の進行期低悪性度B細胞性非ホジキンリンパ腫及

び多発性骨髄腫の2疾患に適用が再承認された。また、2008年には未治療の慢性リンパ性白血病の適応症が追加

申請された。2007年にはヨーロッパ各国でも順次承認された。米国においては2008年3月に承認され、同年10月

に発売されている。

®

®
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ウイルスの検出感度は、抗原/抗体検査法がナノレベルであるのに対して、SymBio法はその約1,000倍のピコレベル

と高い

抗原/抗体検査法が、陽性・陰性のような二者択一の定性法であるのに対して、SymBio法はPCR検査のように定量

化（数値化）できる定量法である

検査時間は、PCR検査法が院内で4～5時間、外注であれば2～3日必要であることに対して、SymBio法は10～20分

と短時間である

検査費用は、PCR検査法が高額であるのに対して、SymBio法は抗原/抗体検査法と同様に安価である

結論として、SymBio法は、抗原/抗体検査法とPCR検査法の両方の長所を有しているとSR社では理解した

診断薬の事業であるため臨床試験を必要とせず、治療薬と比較して開発費が限定的であることが大きな特徴とSR社で

は理解している。

グローバル開発体制の強化

同社はBCVのグローバル第Ⅲ相臨床試験の開始に伴い、事業戦略の主軸をグローバル展開に移行し日米欧の組織の一体化

を進めるため、2025年12月付で大幅に組織変更を行った。エドウィン・ロックが副社長執行役員兼グローバルR&D本部

長に就任し、研究開発組織を集約することで2030年に向けたBCV事業を牽引する。

新規開発候補品の導入

同社は2019年9月に導入した抗ウイルス薬BCVのグローバル開発を推進するとともに、複数のライセンス案件の検討と新

規開発候補品のライセンス権利取得に向けた探索評価を実施する。他社品の導入を通じて、中長期的な事業価値の創造を

目指す。

トピックス

移植後AdV（アデノウイルス）感染症のP3試験の目標設定

同社は、2025年12月期通期決算説明会（2026年2月）において、「移植後AdV（アデノウイルス）感染症のグローバル第

Ⅲ相臨床試験（P3試験）」の目標を以下のように開示した。

2026年12月期第1四半期に1症例目の患者登録（FPI）を行う

2026年12月までに80施設において、69症例の登録完了を目指す

2027年12月期第4四半期に最終登録症例（LPI）を行う

2028年12月期第4四半期に新薬の承認申請を目指す

2025年12月期第3四半期累計期間実績（2025年10月30日発表）

売上高：971百万円（前年同期比48.9%減）

営業損失：3,339百万円（前年同期は2,791百万円の損失）

経常損失：3,539百万円（同2,760百万円の損失）

親会社株主に帰属する四半期純損失：3,566百万円（同2,845百万円の損失）

2021年1月に販売を開始したトレアキシン 点滴静注液剤100mg/4mL［RTD （Ready-To-Dilute）製剤］については、
医

療機関において後発医薬品への切り替えが継続的に進行している。加えて、夏前から再燃しているコロナ感染の流行およ

びそれに引き続くインフルエンザの流行により、低悪性度B細胞性リンパ腫へのトレアキシン 等の使用を医療機関が慎重

になっていることが処方に影響した。また、新規治療薬により治療の選択肢が広がったため処方機会が減少する傾向が続

いており、売上高の減少に影響している。

2025年2月時点の同社推計では、トレアキシン RTD製剤は約70%が後発品により市場が浸食されたとのことである。

2025年12月期末においては、後発品が78～80％近く市場を浸食すると同社は見込んでいる。

売上高は971百万円（前年同期比48.9%減）となった。利益面では、売上総利益は695百万円（同51.9%減）、売上総利益

率は71.6%（同4.5%ポイント低下）となった。販費及び一般管理費は4,035百万円（同4.7%減）（うち研究開発費は

2,451百万円（同1.7%減））となった。これらの結果、営業損失は3,339百万円（前年同期は2,791百万円の損失）となっ

た。

®

®

®
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2025年12月期通期会社予想に対する当第3四半期時点の進捗率

2025年6月、同社は通期会社予想を修正済みである（詳細は後述の「今期会社予想」を参照）。修正後の2025年12月期通

期会社予想に対する当第3四半期時点の進捗率は、売上高が69.3%であり、利益項目はマイナスのため進捗率はない。営

業損失は3,339百万円（通期予想は4,262百万円の損失）、経常損失3,539百万円（同4,467百万円の損失）、親会社株主に

帰属する四半期純損失3,566百万円（同4,592百万円の損失）である。

当第3四半期時点においては、同社は通期会社予想（2025年6月修正後）を継続した。

事業の進捗概況

2025年1月以降の、主な事業の進捗概況は以下の通りであった。

2025年11月、同社は、BCVの開発において、アデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先

とし、悪性リンパ腫を対象とする第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験（NL01 試験）を一時停止すると発表した　

2025年10月、同社は、BCVの第Ⅲ相臨床試験を開始するための要件である小児医薬品開発計画の承認を、英国医薬品

医療製品規制庁（MHRA）から取得した

2025年10月、同社は、BCVの頭頸部がんに対する前臨床研究での治療効果を、欧州臨床腫瘍学会で発表した

2025年10月、同社と日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社は、ウイルス感染症を対象とした高感度かつ簡便なイムノア

ッセイ法（およびイムノアッセイ装置）の共願特許を日本で取得した

2025年10月、同社は、BCVの第Ⅲ相臨床試験を開始するため、英国医薬品医療製品規制庁（MHRA）に対して治験申

請を行った

2025年10月、欧州連合（EU）の主要4カ国（ドイツ、フランス、イタリア、スペイン）から治験実施計画の承認を受

領し、BCVのグローバル第Ⅲ相臨床試験を開始した

2025年9月、BCVが、移植後アデノウイルス感染症を対象として、厚生労働省より「希少疾病用医薬品（オーファンド

ラッグ）」に指定された

2025年9月、BCVの悪性脳腫瘍に対する有効性を、第84回日本癌学会学術総会で発表した

2025年9月、欧州医薬品庁（EMA）は、アデノウイルス感染症を対象としたBCVの小児医薬品開発計画（PIP）を承認

した

2025年8月、BCVの悪性脳腫瘍（膠芽腫）に対する研究成果が、第30回神経腫瘍学会（Society for Neuro-Oncology:

SNO、2025年11月19日～23日 米国ホノルル開催）の発表演題に採択された

2025年7月、BCVの頭頸部がんの研究成果が欧州の学会演題に採択された

2025年7月、同社は、第三者割当による第65回～第67回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行、および第1回無

担保普通社債の発行などについて発表した

2025年6月、同社は、造血幹細胞移植後アデノウイルス（AdV）感染症を対象としたBCVの第Ⅲ相臨床試験を開始する

ため、2025年6月27日に欧州医薬品庁に対して治験申請を行った

2025年6月、同社は通期業績予想の修正に関して発表した

2025年5月、同社は、ブリンシドフォビル（BCV）の悪性脳腫瘍に対する有効性の確認およびバイオマーカー遺伝子

（効果予測因子）の特定について発表した

2025年3月、FDAでのメディカル・オフィサーとしての経験もあるEdwinRock（エドウィン・ロック）医学博士が、

米国子会社SPUのSenior Vice President（Head of R&D）として就任した
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2025年2月、同社は、再発又は難治性のリンパ腫患者（NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫）を対象としたBCVの

国際共同第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験をシンガポールにおいても開始した

2025年1月、同社は、米国子会社SPUのCEO兼社長として、田口賢氏を選任した 

研究開発活動

同社は、当第3四半期より、日本語表記について以下の2点を変更している（いずれも英語表記は変更なし）

2025年10月に、厚生労働省より医薬品一般的名称（ JAN：Japanese Accepted Names for Pharmaceuticals）の

決定通知があり、brincidofovir（BCV）の日本語名を「ブリンシドフォビル」より「ブリンシドホビル」に改め

た。

2025年9月のリリース以降、同社は臨床試験について、従来の「国際共同臨床試験」から「グローバル臨床試験」

へと日本語表記を変更した（例：グローバル第Ⅲ相臨床試験など）。従来は日米共同試験などが多かったが、現在

は欧州数カ国、英国、シンガポール、香港など、多くの地域で、同一プロトコルでの臨床試験が開始されたため。

今後の開示は、「グローバル臨床試験」に日本語表記を統一するとのことである。

抗ウイルス薬 SyB
V-1901（一般名：Brincidofovir（ブリンシドホビル）、BCV）

抗ウイルス薬BCVは、2019年にキメリックス社（Chimerix Inc.、本社：米国ノースカロライナ州）から導入し、現在、

注射剤BCV（SyB V-1901、IV BCV）の事業価値最大化を目指し、グローバル展開を進めている。移植後ウイルス感染

症、血液がん・固形がん、脳神経変性疾患の3治療領域を重点領域として、二本鎖DNAウイルス（dsDNAウイルス）に対

する広範な活性に着目し、臨床開発を進めている。現在進行中の臨床試験に加え、国内外の有力な専門領域研究施設との

共同研究も推進している。これらの研究成果を基にグローバル臨床試験の検討・実施を進めていく。

キメリックス・インク社（米国、以下、キメリックス社）による欧米における臨床試験において、すでにBCV Oralが各種

dsDNAウイルスに対する幅広い抗ウイルス活性を有することが示されている。BCV IVにおいては造血幹細胞移植後のア

デノウイルス感染症を始めとする多くのdsDNAウイルスによる感染症の予防および治療に対する有効性と安全性が期待さ

れている。キメリックス社は、BCV Oralについて、2021年6月に天然痘対策として米国食品医薬品局（FDA）から承認を

取得した。

移植後ウイルス感染症領域

BCV IVは、2020年2月に開催したグローバルアドバイザリーボードでの検討の結果、「空白の治療領域」でアンメット・

メディカル・ニーズの高い造血幹細胞移植後の播種性アデノウイルス（AdV）感染症を対象に、日本・アメリカ・ヨーロ

ッパを中心としたBCV IVのグローバル開発を優先的に進めることを同社は決定した。

アデノウイルス感染症：2021年3月に、主に小児対象（成人も含む）のアデノウイルス（AdV）感染症を対象とする第Ⅱ

相臨床試験を開始するため、米国食品医薬品局（FDA）にIND（治験許可申請）を行った。この開発プログラムについて

は、2021年4月に、米国食品医薬品局からファスト・トラック（Fast track）指定を受けており、2021年8月には第1例

目の投与を開始した。2023年5月、同試験において、BCVがヒトPOCを確立し、2024年上半期に、第Ⅱa相臨床試験は完

了した。2025年6月、第Ⅲ相臨床試験を開始するために欧州医薬品庁に治験申請を行った。2025年10月30日時点で欧州

連合（EU）の主要4カ国で第Ⅲ相臨床試験の治験承認を受領し、造血幹細胞移植後アデノウイルス感染症を対象としたIV

BCVの第Ⅲ相臨床試験を開始した。この第Ⅲ相臨床試験は、欧州、米国、英国、日本の4地域、80施設で180例の患者登

録を予定しており、2028年下半期に欧州での新薬承認申請を目指している。

2025年10月、英国において、同社は、BCVの第Ⅲ相臨床試験を開始するための要件である小児医薬品開発計画

（PIP）の承認を、英国医薬品医療製品規制庁（MHRA）から取得した（欧州主要4カ国から数カ月遅れの状況）

患者数（2022年、同社推計）：欧州で1,300名、米国で1,000名、日本で400名

使用薬剤：標準治療法はない。シドホビル（未承認）が使用されており、腎機能障害や骨髄抑制の副作用がある

アデノウイルス感染に対する本開発プログラムは、2016年7月に欧州委員会（European Commission）よりオーファン

ドラッグ指定、2021年4月に米国FDAからファストトラック指定、および2025年9月に厚生労働省から希少疾病用医薬品

（オーファンドラッグ）の指定を受けている。
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BCVの市場独占期間は、オーファンドラッグ指定による10年間に加えて小児医薬品開発計画（PIP）承認により2年間

延長され、通算で12年間が保護される（欧州、英国）

サイトメガロウイルス感染症：2024年5月、造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感染症を対象に、米国で

第Ⅱa相臨床試験が開始された。2024年6月、第1例目の登録が行われ、同試験が進行中である。2025年10月末現在、症

例登録数（累計）は、19症例となった。なお、2016年4月に欧州委員会よりサイトメガロウイルス感染症の予防について

オーファンドラッグ指定を受けた。

サイトメガロウイルス（CMV）感染症はアデノウイルス（AdV）感染症に比較して患者数が多い。2025年12月期中間

決算説明会において開示された症例登録数（累計）19症例の内訳は以下のとおりである。以下のようにコホートA、コ

ホートB、、、へと投与用量を増量し、至適用量や奏効患者の特性解析が進行中である

コホートA：9例（PE2例、R/R7例）、コホートB：10例（PE3例、R/R7例）

PE：先制治療（PE）において、副作用で治療継続となった患者層

R/R：難治・再発例の治療（R/R）において、薬剤耐性が発現した患者層

武田薬品工業の競合薬マリバビル（製品名：LIVTENCITY）の2025年3月期における売上高は、33,000百万円（前期は

19,100百万円）だった。移植領域におけるCMVの治療対象は、希少疾患領域の対象としては例外的に患者数が多い

（計25千人、うち10千人が抵抗性・難治性の対象患者数、うち10千人が抵抗性・難治性の対象患者数）。メガファー

マの武田薬品工業が競合薬マリバビルの自社開発を決定した理由の1つは、患者数の多さによる採算性であるとSR社

では理解している。

BKウイルス感染症：腎移植後のBKウイルス感染症の開発は、現在プロトコルの修正の検討を行っている。2022年8月、

オーストラリアで国際共同第Ⅱ相臨床試験の第1例目の投与（FPD）を開始したが、症例集積が遅れていた。

血液がん・固形がん領域

BCVは抗ウイルス作用に加え、抗腫瘍効果も確認されており、各国の研究機関との共同研究等を通じて、血液がん・固形

がん領域における新規適応症の探索も行っている。

BCVは副作用としての骨髄抑制を示さないため、同社では「がん細胞を選択的に死滅させ、正常細胞には影響を与え

ない、選択的効果」を期待している

悪性リンパ腫：2024年8月、がん領域におけるBCVのFIH（First in Human）試験として、悪性リンパ腫患者を対象とし

た国際共同第Ⅰb相臨床試験を日本で開始し、2025年6月に最初の患者登録を達成した。現在はシンガポール、香港でも

同試験が進行中である。同試験はBCVのがん領域におけるヒトPOCを確立することを目的としている。

同試験は、アデノウイルス（AdV）感染症、サイトメガロウイルス（CMV）感染症に次いで、BCVの3番目となる臨床

試験であり、がん領域としてはBCV最初の臨床試験である

NK/Tリンパ腫P1b相試験：2025年12月期第4四半期に症例登録を完了予定。2026年第2四半期に第Ⅱ相臨床試験に移

行して、承認申請（日本のみ）は2028年12月期第2四半期を目標とする

日本においては第Ⅲ相臨床試験を実施せずに承認申請を計画しているため、承認取得の時期はアデノウイルス（AdV）

感染症、サイトメガロウイルス（CMV）感染症よりも早くなる公算があると同社は考えていた（その他地域は第Ⅲ相

臨床試験を実施する予定）

2025年11月、同社は、BCVの開発において、アデノウイルス感染症を対象とするグローバル第Ⅲ相臨床試験を最優先

とし、悪性リンパ腫を対象とする第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験（NL01 試験）を一時停止すると発表した　

EBウイルス陽性リンパ腫に対するBCVの抗腫瘍効果とその機序の探索に関して、同社はシンガポール国立がんセンターと

の共同研究を実施しており、共同研究の成果*は、2022年～2024年の間に、計5回、欧米の国際学会で発表された

（*NK/T細胞リンパ腫・B細胞リンパ腫・末梢性T細胞リンパ腫（PTCL）等に対するBCVの抗腫瘍効果や、BCVの抗腫瘍

効果を予測するバイオマーカーに関する研究成果）。
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2025年10月、同社は、BCVの頭頸部がんに対する前臨床研究での治療効果を、欧州臨床腫瘍学会で発表した

上記の学会発表には、BCVと免疫チェックポイント阻害剤（ICI）との併用効果を一部証明できたことが含まれてお

り、同社としては重要な進捗と考えている

同社は、期初（2025年2月）時点ではBCVのグローバルパートナリングを第4四半期までに決定することを目標として

いた。同社は、BCVと免疫チェックポイント阻害剤（ICI）との併用を考えているため、ICIの開発企業との提携が望ま

しいと考えている

脳腫瘍：2021年からカリフォルニア大学サンフランシスコ校脳腫瘍センターと、BCVの脳腫瘍に対する抗腫瘍効果に関

する共同研究を実施している。2025年4月、米国シカゴで開催された米国がん学会年次総会で、悪性脳腫瘍におけるBCV

の有効性と、その効果を予測するバイオマーカーとなる遺伝子に関する研究成果を発表した。

BCVは血液脳関門（BBB）の高い通過性があるため、脳の中にあるがん（脳腫瘍）に対して有効となる可能性がある

と同社は考えている

EBウイルス関連リンパ増殖性疾患：2023年4月、米国国立衛生研究所に所属する国立アレルギー・感染症研究所

（NIAID：National Institute of Allergy and Infectious Diseases）との間で、EBウイルス関連リンパ増殖性疾患に対す

るBCVの有効性を評価する共同研究開発契約（CRADA）を締結した。

脳神経変性疾患領域

多発性硬化症：難病である多発性硬化症は、近年、EBウイルスの関連が証明された。BCVは他の抗ウイルス剤に比べ、

EBウイルスに対して高い抗ウイルス活性を有することから、2023年3月に米国国立衛生研究所（NIH）傘下の国立神経疾

患・脳卒中研究所と共同研究開発契約（CRADA）を締結し、EBウイルスを標的とした新規治療法の開発に向けた共同研

究を開始した。2023年10月、この共同研究チームは、 欧州多発性硬化症学会（ECTRIMS-2023,イタリア）において、多

発性硬化症患者由来の細胞を用いた実験で、BCVがEBウイルス活性を選択的に阻害するという結果を発表した。この結

果は、BCVが多発性硬化症の治療薬となる可能性を強く示唆している。なお、BCVの対象患者を選別しうる方法を含むこ

れまでの研究成果が有力科学ジャーナルに掲載される見通しとなった。

アルツハイマー型認知症：二本鎖DNAウイルス（dsDNAウイルス）の中には単純ヘルペスウイルス１型（HSV-1）をはじ

め水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）など、脳神経組織への指向性を有すウイルスが存在する。これらのウイルスが潜伏感染

からの再活性化を通じて、アルツハイマー型認知症を含む様々な脳神経疾患の発症に関与している可能性が近年示唆さ

れ、研究が進展している。2022年12月、米国タフツ大学により確立されたヒト神経幹細胞を用いて脳組織を3次元に模倣

したHSV感染・再活性化モデルにおいて、単純ヘルペスウイルス感染による認知症関連指標に対するBCVの効果を検証す

るための委託研究契約（Sponsored Research Agreement）を締結し、共同研究を実施している。

ポリオーマウイルス感染症：ポリオーマウイルス、特にJCウイルス（JCV）は、dsDNAウイルスの中でも脳に重篤な疾患

を引き起こすことが知られており、有効な治療薬の開発が待たれている。2022年11月、同社は米国ペンシルバニア州立

大学医学部との間で試料提供契約（MTA：Material Transfer Agreement）を締結し、ポリオーマウイルス感染マウスモ

デルにおけるBCVの効果を検証する非臨床試験を開始した。2024年7月、同研究成果の第一報として、新たな知見が

mBio誌に公表された。

進行性多巣性白質脳症（PML）は、JCウイルス（JCV）が引き起こす脳疾患であることが実証済みである

2025年12月期中間決算説明会において、米国国立衛生研究所（NIH）が進行性多巣性白質脳症（PML）を対象にBCV

の臨床試験を開始する可能性に同社は言及した。2026年に臨床試験が開始される可能性があるとのことである。

脳神経変性疾患においては、今後、多発性硬化症（MS）並びに進行性多巣性白質脳症（PML）を対象として臨床試験を

進める予定である。

権利関係

2022年9月、キメリックス社はエマージェント・バイオソリューションズ社（本社：米国メリーランド州）へのBCVに関

する権利の譲渡手続きの完了を発表したが、同社の取得したBCVに関する天然痘・エムポックスを含むオルソポックスウ

イルスの疾患を除いたすべての適応症を対象とした全世界での独占的開発・製造・販売権に対する影響はない。
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2024年3月、EU（欧州連合）における免疫不全患者におけるアデノウイルス感染症とサイトメガロウイルス感染症予防

に対するオーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）指定が、エマージェント・バイオソリューションズ社から同社子会社

へ移管された。

抗がん剤SyB
L-0501（FD製剤）/SyB L-1701（RTD製剤）/SyB L-1702（RI投与）（一般名：ベンダムスチン塩酸

塩水和物、商品名：トレアキシン ）

トレアキシン に関しては、東京大学や京都大学との共同研究等に積極的に取り組んできたが、研究リソースの一部は

BCVの研究に比重を移している。

抗がん剤SyB L-1101（注射剤）/ SyB C-1101（経口剤）（一般名：Rigosertib Sodium（リゴセルチブナトリウ

ム））

2025年4月、同社はオンコノバ社（現トラウスファーマ社）から導入したリゴセルチブについて、ライセンス契約を終了

した。

海外事業（SPU）

100%出資の米国子会社シンバイオファーマUSA（以下、SPU）は、2025年1月に田口賢氏をSPUの取締CEO兼社長に選

任した（2025年4月、同氏は同社の副社長執行役員兼COOに就任した）。SPUは、抗ウイルス薬BCVのグローバル事業を

牽引する戦略的拠点として、欧米日英の開発を加速させる。

新規事業（新規イムノアッセイ法の特許に基づく事業開発）

2025年10月、同社と日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社（以下、日鉄C&M）は、共同研究の成果として、ナノレベルに

比べて1000倍の感度を有する高感度でウイルスを検出可能な、イムノアッセイ法（およびイムノアッセイ装置）の共願

特許を日本において取得した（2025年10月公開）。同社は本特許技術を基盤に、ベッドサイドでウイルス抗原を迅速かつ

簡便に定量化できる測定法・装置の開発を進めていく。これにより、現状では困難なウイルス感染初期の診断が可能とな

り、コロナウイルスやインフルエンザウイルスなど、流行期における迅速診断への応用を同社は期待している。また、医

療分野に加え、種苗・野菜等の農作物といった農作物分野ならびに環境モニタリングなどの領域に対しても本技術を活用

した事業展開を進める。2025年10月、グローバル展開に向けて、同社と日鉄C&Mは、共同でPCT出願を完了した。

同社によると、当該新規事業には以下のような特徴があるとのことである。

診断薬の事業であるため臨床試験を必要とせず、治療薬と比較して開発費が限定的である

PCR検査のように、専門の検査施設において遺伝子を増幅させて検出する方法ではないため、ベッドサイドにて迅

速かつ簡便に検出できる可能性がある

陽性・陰性のような二者択一ではなく、定量化（数値化）できるイムノアッセイ法となる可能性がある

同社は、当初よりPCR検査のように高感度で、かつ、従来のイムノアッセイのように短時間で結果が出る新しい検査

システムの開発に取り組んできた。最近、その取り組みが成功し、特許も2025年10月に取得した。同社はこの新シス

テムを使うと広範囲にわたる応用が可能との認識にたち、新規事業としての展開を進めることを決定したという。

新規開発候補品の導入

同社は2019年9月に導入した抗ウイルス薬BCVのグローバル開発を推進するとともに、複数のライセンス案件の検討と新

規開発候補品のライセンス権利取得に向けた探索評価を実施する。他社品の導入を通じて、中長期的な事業価値の創造を

目指す。

トピックス

移植後AdV（アデノウイルス）感染症のP3試験開始

同社は、2024年12月期通期決算説明会（2025年2月）において、第4四半期までに「移植後AdV（アデノウイルス）感染

症のP3試験」を開始することを2025年12月期の最大目標としていた。2025年10月、欧州連合（EU）の主要4カ国（ド

イツ、フランス、イタリア、スペイン）から治験実施計画の承認を受領し、BCVのグローバル第Ⅲ相臨床試験を開始し

て、期初目標を前倒しで達成した。

®

®
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新規イムノアッセイ法の特許に基づく事業開発

2025年10月、同社と日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社（以下、日鉄C&M）は、高感度でウイルスを検出可能な、イム

ノアッセイ法（およびイムノアッセイ装置）の共願特許を日本において取得した（2025年10月公開）。2025年10月、グ

ローバル展開に向けて、同社と日鉄C&Mは、共同でPCT出願を完了し、新規事業として広範囲に展開すると開示した。

2025年12月期第2四半期累計期間実績（2025年7月31日発表）

売上高：647百万円（前年同期比49.7%減）

営業損失：2,154百万円（前年同期は1,719百万円の損失）

経常損失：2,341百万円（同1,481百万円の損失）

親会社株主に帰属する四半期純損失：2,369百万円（同1,541百万円の損失）

2021年1月に販売を開始したトレアキシン 点滴静注液剤100mg/4mL［RTD （Ready-To-Dilute）製剤］については、当

上期は、当第1四半期において、特約店（医薬品卸）の在庫棚卸、薬価改定（2025年4月）に伴う各施設の在庫調整の影

響に加えて、特約店在庫の消化が先行したことが重なり、特約店への販売は低調だった。医療機関において後発医薬品へ

の切り替えが進行していることに加え、新規治療薬により治療の選択肢が広がったため処方機会が減少する傾向にあり、

売上高の減少に影響している。

2025年2月時点の同社推計では、トレアキシン RTD製剤は約70%が後発品により市場が浸食されたとのことである。

2025年12月期末においては、後発品が78～80％近く市場を浸食すると同社は見込んでいる。

売上高は647百万円（前年同期比49.7%減）となった。後発品の浸食に加えて、当第1四半期に薬価改定前の在庫調整の

影響を受けた。利益面では、売上総利益は494百万円（同50.5%減）、売上総利益率は76.3%（同1.3%ポイント低下）と

なった。販費及び一般管理費は2,648百万円（同2.5%減）（うち研究開発費は1,582百万円（同3.3%増））となった。こ

れらの結果、営業損失は2,154百万円（前年同期は1,719百万円の損失）となった。

2025年12月期通期会社予想に対する当上期時点の進捗率

2025年6月、同社は通期会社予想を修正済みである（詳細は後述の「今期会社予想」を参照）。修正後の2025年12月期通

期会社予想に対する当上期時点の進捗率は、売上高が46.2%であり、利益項目はマイナスのため進捗率はない。営業損失

は2,154百万円（通期予想は4,262百万円の損失）、経常損失2,341百万円（同4,467百万円の損失）、親会社株主に帰属す

る四半期純損失2,369百万円（同4,592百万円の損失）である。

当上期時点においては、同社は通期会社予想（2025年6月修正後）を継続した。

事業の進捗概況

2025年1月以降の、主な事業の進捗概況は以下の通りであった。

2025年7月、BCVの頭頸部がんの研究成果が欧州の学会演題に採択された

2025年7月、同社は、第三者割当による第65回～第67回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行、および第1回無

担保普通社債の発行などについて発表した

2025年6月、同社は、造血幹細胞移植後アデノウイルス（AdV）感染症を対象としたBCVの第Ⅲ相臨床試験を開始する

ため、2025年6月27日に欧州医薬品庁に対して治験申請を行った

2025年6月、同社は通期業績予想の修正に関して発表した

2025年5月、同社は、ブリンシドフォビル（BCV）の悪性脳腫瘍に対する有効性の確認およびバイオマーカー遺伝子

（効果予測因子）の特定について発表した

2025年3月、FDAでのメディカル・オフィサーとしての経験もあるEdwinRock（エドウィン・ロック）医学博士が、

米国子会社SPUのSenior Vice President（Head of R&D）として就任した

®

®
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2025年2月、同社は、再発又は難治性のリンパ腫患者（NK/T細胞リンパ腫などの悪性リンパ腫）を対象としたBCVの

国際共同第Ⅰb/Ⅱ相臨床試験をシンガポールにおいても開始した

2025年1月、同社は、米国子会社SPUのCEO兼社長として、田口賢氏を選任した 

研究開発活動

抗ウイルス薬 SyB
V-1901（一般名：Brincidofovir（ブリンシドフォビル）、BCV）

抗ウイルス薬BCVは、2019年にキメリックス社（Chimerix Inc.、本社：米国ノースカロライナ州）から導入し、現在、

注射剤BCV（SyB V-1901、IV BCV）の事業価値最大化を目指し、グローバル展開を進めている。造血幹細胞移植後ウイ

ルス感染症、血液がん・固形がん、脳神経変性疾患の３治療領域を重点領域として、二本鎖DNAウイルス（dsDNAウイル

ス）に対する広範な活性に着目し、臨床開発を進めている。現在進行中の臨床試験に加え、国内外の有力な専門領域研究

施設との共同研究も推進している。これらの研究成果を基にグローバル臨床試験の検討・実施を進めていく。

キメリックス・インク社（米国、以下、キメリックス社）による欧米における臨床試験において、すでにBCV Oralが各種

dsDNAウイルスに対する幅広い抗ウイルス活性を有することが示されている。BCV IVにおいては造血幹細胞移植後のア

デノウイルス感染症を始めとする多くのdsDNAウイルスによる感染症の予防および治療に対する有効性と安全性が期待さ

れている。キメリックス社は、BCV Oralについて、2021年6月に天然痘対策として米国食品医薬品局（FDA）から承認を

取得した。

移植後ウイルス感染症領域

BCV IVは、2020年2月に開催したグローバルアドバイザリーボードでの検討の結果、「空白の治療領域」でアンメット・

メディカル・ニーズの高い造血幹細胞移植後の播種性アデノウイルス（AdV）感染症を対象に、日本・アメリカ・ヨーロ

ッパを中心としたBCV IVのグローバル開発を優先的に進めることを同社は決定した。

アデノウイルス感染症：2021年3月に、主に小児対象（成人も含む）のアデノウイルス（AdV）感染症を対象とする第Ⅱ

相臨床試験を開始するため、米国食品医薬品局（FDA）にIND（治験許可申請）を行った。この開発プログラムについて

は、2021年4月に、米国食品医薬品局からファスト・トラック（Fast track）指定を受けており、2021年8月には第1例

目の投与を開始した。2023年5月、同試験において、BCVがヒトPOCを確立し、2024年上半期に、第Ⅱa相臨床試験は完

了した。2025年6月、第Ⅲ相臨床試験を開始するために欧州医薬品庁に治験申請を行った。この第Ⅲ相臨床試験は、欧

州、米国、英国、日本の4地域、80施設で180例の患者登録を予定しており、2028年下半期に欧州での新薬承認申請を目

指している。2024年1月、アデノウイルス感染および感染症の治療に関するBCVの用途特許が日本で成立し登録された。

第Ⅲ相臨床試験：2025年12月期第3四半期に欧州先行で開始し、承認申請は2028年12月期第4四半期を目標とする

患者数（2022年、同社推計）：欧州で1,300名、米国で1,000名、日本で400名

使用薬剤：標準治療法はない。シドフォビル（未承認）が使用されており、腎機能障害や骨髄抑制の副作用がある

サイトメガロウイルス感染症：2024年5月、造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス（CMV）感染症を対象に、米国で

第Ⅱa相臨床試験が開始された。2024年6月、第1例目の登録が行われ、同試験が進行中である。2025年6月末現在、症例

登録数（累計）は、19症例となった。

サイトメガロウイルス（CMV）感染症はアデノウイルス（AdV）感染症に比較して患者数が多いため、患者登録は順

調に推移している。2025年12月期中間決算説明会において開示された症例登録数（累計）19症例の内訳は以下のとお

りである。以下のようにコホートA、コホートB、、、へと投与用量を増量し、至適用量や奏効患者の特性解析が進行中

である

コホートA：9例（PE2例、R/R7例）、コホートB：10例（PE3例、R/R7例）

PE：先制治療（PE）において、副作用で治療継続となった患者層

R/R：難治・再発例の治療（R/R）において、薬剤耐性が発現した患者層

武田薬品工業の競合薬マリバビル（製品名：LIVTENCITY）の2025年3月期における売上高は、33,000百万円（前期は

19,100百万円）だった。移植領域におけるCMVの治療対象は、希少疾患領域の対象としては例外的に患者数が多い

https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/defce033/0b5d/4aca/8f80/ce2e3c056800/140120260608564989.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/4c571033/4fd2/47b8/ae31/effa39eae522/140120260602559501.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/ecfbca01/bb06/48df/beb9/3ad65797eed9/140120260526549274.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/1809cc69/cb2d/44b0/b618/501c5555ea66/140120260518539360.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/1c7058a5/04c0/4a73/aa2b/6e3572fa8c4b/140120260512523995.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/84b0b418/2c65/440b/8f42/21e53c023ea2/140120260421507699.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/2cbb8b5c/b1d1/4c28/8e65/52475c783a8d/140120260402597200.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/90a74332/1121/417e/84dd/08134ead4c1a/140120260330592191.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/a9311281/fd7b/4342/a3c4/15bff5424739/140120260317583127.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/29ecd368/901f/4d21/a688/7e76a3c97bd5/140120260316582293.pdf
https://fs2.magicalir.net/tdnet/2026/4582/20260219565212.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/61b91b51/49cb/4a82/be77/697d00eda6cb/140120260217563806.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/b7f6fc4d/cb47/460a/9e62/d51553b9e5bd/140120260209551447.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/98060029/8380/4fb1/97b4/3771f4fa5417/140120260202544081.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/97ba56f7/3902/44ca/b842/565024ce0b64/140120260129540893.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/b3b29660/025d/459f/b78b/1a5b504192b7/140120251225525979.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/d77ce118/87d0/4d91/9ba6/0b6f0ed27d42/140120251224525152.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/7fc776fc/ee5f/4f0f/9fdb/b94929925978/140120251222523422.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/448666d6/6364/4fe8/950b/79400a518c3e/140120251126509770.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/1f3ae0fa/e2e6/493e/ba28/b2486caed9b2/140120251120507185.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/e98b0ee0/c8ab/4bdb/909d/e8ab920365bc/140120251006568556.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/ef421f4b/19be/4daa/a124/8c772e143563/140120251015573565.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/dacab0a5/fc99/48a7/af2a/f44ad75865ab/140120251007569207.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/04e0b5f6/5ea9/4ce4/b6d9/f9e3a6a3107b/140120251028579937.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/1f3be088/7cf5/495c/82b8/d4b862570079/140120251117504376.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/e576d1a2/0a88/4b4c/97da/24c30059a016/140120251027578988.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/b700c8be/6e93/403d/a35e/dc8ee6f96178/140120251020575683.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/f085090b/32dd/4b45/b148/a6568e1bac4c/140120250929564644.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS70963/307ec3e7/d2f0/4b5a/bf42/762b811ce567/140120250929564083.pdf


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a90d0335de70a28d59cf639&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394ddc2&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja
tel:+81 (0)3 5834-8787
mailto:info@sharedresearch.jp
https://sharedresearch.jp/

